
課程 募集定員 240人

216 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 445 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 15 点

＜ 合　計＞ 540 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　志望動機等
　４　観点
　　(1)態度　　　　５点
　　(2)表現力等　１０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２及び３のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校初代校長の掲げた生徒心得綱領の中に「自ら進運を開拓すべし」の言葉があります。これは歴代の本校生徒が大切にしてきた言葉
で、この言葉が表すように、本校では生徒が自ら考え、新しいことに取り組んでいく姿勢を大切にしています。外部講師による講座や講演
会を行い、生徒自ら探究的な学びを深めています。生徒は将来の夢や目標をしっかりと持ち、多くは大学進学を目指して切磋琢磨しながら
主体的に学んでいます。
　また、自由な校風で制服はなく、体育大会や文化祭などの行事は生徒が自主的に企画運営する活気にあふれた学校です。

〇求める生徒像
  高校生活のあらゆる活動に自ら進んで取り組もうとする意欲と実行力がある、次の１に当てはまり、かつ２～４のいずれかに当てはまる
生徒を求めます。
　１　学業・人物がともに優れ、今後も向上しようとする意欲が旺盛な生徒
　２　総合的な学習の時間、特別活動、部活動など、校内での活動に積極的に取り組んだ実績がある生徒
　３　社会への関心が高く、地域での活動、ボランティア活動など、校外での活動に積極的に取り組んだ実績がある生徒
　４　校内外の様々な活動に積極的に取り組もうとする意欲がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県石巻高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 200人

160 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

40 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４０人の
　　２００％の範囲に含まれる者（８０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、校是「甲斐ある人と言はれなむ」のもと、真心をもって世のため人のために尽くす人の育成を目指しています。数学と英語の
習熟度別・少人数指導や、多種多様な選択授業から自分の進路希望に沿った科目を選択し学習する「進学重視型単位制」などにより、生徒
一人ひとりを大切にしたきめ細やかな指導や、生徒の未来を切り拓くための支援を行っています。
　「好文好武」を合い言葉として、部活動や行事など様々な活動に積極的に取り組んでいる、活気ある学校です。

〇求める生徒像
　学校の諸活動に意欲的に取り組む中で、広い視野で物事を考えたりコミュニケーションを大切にしたりしながら、地域や国際社会に貢献
するための資質を伸ばしていくことのできる、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　自律的に高校生活を送るとともに、状況に応じて柔軟に対応できる知性を身に付けようと努力する生徒
　２　コミュニケ－ションを取りながら、他者と協働して学校生活の諸活動に取り組もうとする生徒
　３　国際社会に関心を持ちつつ、課題を発見し、その解決のために地域社会に貢献しようとする生徒
　４　基本的な生活習慣が身に付いており、日々の授業を大事にして、継続的に努力ができる生徒
　５　リーダー性が高く、部活動、特別活動、校外活動で優れた能力を発揮するとともに顕著な実績をあげた生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県石巻好文館高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

117



課程 募集定員 160人

　

112 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 240 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 490 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 50 点

＜ 合　計＞ 575 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　志望動機、中学校での
　　　活動、将来の進路希望
　４　観点
　　(1)態度　　 　 　８点
　　(2)表現力　　　１８点
　　(3)関心・意欲　２４点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（５７人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、英語、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

社会、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は「失敗の許容」、「個の尊重」、「本音の尊重」を土台としながら「自由と創造」のスローガンを掲げた学校づくりをしていま
す。学習面では主体的・対話的で深い学びと多様な進路希望に対応する個別最適な学びの実現を重視しています。総合的な探究の時間の活
動では、石巻地域の自治体や大学、企業・団体と連携してたくさんの探究的な学びのプログラムを用意し、学校の内外で様々な職業の方と
の対話や経験を通して、地域や社会に貢献する意欲を伸ばしていきます。生徒会活動も活発で、運動会や文化祭等の行事は生徒が中心とな
り企画・運営をしています。部活動も盛んで、多くの生徒が意欲的に活動しながら勉強との両立を実現させています。

〇求める生徒像
　本校は「敬愛　探求　進取」を校訓とし、自主的・自律的に行動できる人材、新しい時代に対応し、社会に貢献できる人材の育成を目指
しています。そこで、次の１～４のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
１　基本的な生活習慣が身についており、他者と良好な関係を作ろうとする生徒
２　学習習慣が身についており、向学心や探究心をもって学び続けようとする生徒
３　特別活動、部活動、社会貢献活動、総合的な学習の時間に意欲的に取り組んだ生徒
４　探究活動に関心があり、地域社会へ貢献したいと考えている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県石巻西高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 160人

112 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 640 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

総合学科学校名 宮城県石巻北高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校のキャッチフレーズは「人の数だけ道がある」「めざせ！地域のスペシャリスト」です。総合学科の幅広い学びを活かして、「地域
のスペシャリストとしての地域産業の担い手の育成」「大学または上級学校への進学」及び「地域との連携教育の推進」という使命のも
と、生徒一人一人の可能性を伸ばし、地域を支え、地域の人々と共に生きることができる人を育てることを目指しています。
　１年次では「産業社会と人間」の授業を通して、「社会の現状や職業に対する考え方」「自分自身が本当にやりたい仕事」についてじっ
くりと学び考えます。その上で、２年次以降は自らの目指す進路の達成のために、「食農」「家庭」「経情」「教養」「進学」の５つの系
列から選択し学習を進めます。
〇求める生徒像
　生徒一人一人が高い「志」を持って主体的に学校生活を送ることで，自らの未来を切り開いていくたくましい力を身に付けることを期待
します。そこで本校では，次の１～６の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校の特徴や取り組みを理解し，自分の目標に向かって意欲的に活動する場所を選択できる生徒
　２　規則正しい学校生活を、継続して送ることができる生徒
　３　自己の適性や社会でのあり方を探求し，進路を選択する努力ができる生徒
　４　進路達成および将来に向けて，日々の学習を大切にする生徒
　５　部活動や学校行事等で，仲間と協力し，目標を達成するために努力する生徒
　６　自己の視野を広げることに積極的な意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２，４及び５の全てに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　　　個人面接
　２　時間　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望の動機
　　(2)将来の進路
　　(3)中学校での生活
　　(4)人物・生活全般
　　(5)自己ＰＲ
　４　観点　各１５点
　　(1)意欲(2)態度(3)表現力
　　(4)協調性・社会性
　　(5)責任感・役割意識

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  面接 180 点
＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

船舶運航科学校名 宮城県水産高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　「漕ぎ出せ未知なる世界（うみ）へ」をキャッチフレーズに、魚の飼育、釣りやダイビング、船やそのエンジンの操作・操縦、フォーク
リフトやクレーン操作、魚を捌く、加工するなど、好きなことをとことんやり込める、生徒も教員も元気な学校です。

〇求める生徒像
　豊かな人間性とたくましさをもち、自ら学び、自ら創意工夫し、自らの考えを活用して活動する、次の１～５のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　海が好きで、釣り、船、エンジンに興味があり、入学後は船を動かすための様々な知識や技術・技能の習得と専門および関連分野
　　　への就職や専攻科・大学等の進学を目指す生徒
  ２　中学校での部活動をはじめとした諸活動において積極的な取組があり、入学後も継続し努力できる生徒
　３　宮城丸の航海を通して魚のとり方や、ものの輸送等を学び、国際感覚や国の産業を支える有用な人材として海や港を中心に活躍す
　　　る事を目標の一つとして考える生徒
　４　何事にも諦めず粘り強く取り組み、ルールをよく守り、日々の授業を大事にする生徒
　５　一級小型船舶操縦士から海技士（大型船の資格）、フォークリフトなど、その他あらゆる資格に積極的にチャレンジし自身の成長
　　　や能力発展に向き合える生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　３０点
　　(2)表現力等　１５０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 生物環境科・食品科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  面接 180 点
＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 船舶運航科・食品科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　３０点
　　(2)表現力等　１５０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　「漕ぎ出せ未知なる世界（うみ）へ」をキャッチフレーズに、魚の飼育、釣りやダイビング、船やそのエンジンの操作・操縦、フォーク
リフトやクレーン操作、魚を捌く、加工するなど、好きなことをとことんやり込める、生徒も教員も元気な学校です。

〇求める生徒像
　豊かな人間性とたくましさをもち、自ら学び、自ら創意工夫し、自らの考えを活用して活動する、次の１～５のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　海洋生物や海洋環境に関する学習やマリンスポーツに強い興味・関心があり、本校入学後は専門知識や技術・技能の習得と専門分
    　野での就職や大学等への進学を目指す生徒
　２　中学校での部活動をはじめとした諸活動において積極的な取組があり、入学後も継続し努力できる生徒
　３　早寝早起きに努め、朝ご飯を食べる習慣があり、自分をよくコントロールできる生徒
　４　何事にも諦めず粘り強く取り組み、ルールをよく守り、日々の授業を大事にする生徒
　５　一級小型船舶操縦士、ダイビング、フォークリフト、英検、その他あらゆる資格に積極的にチャレンジし自身の成長や能力発展に
   　 向き合える生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

生物環境科学校名 宮城県水産高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  面接 180 点
＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 船舶運航科・生物環境科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　３０点
　　(2)表現力等　１５０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　「漕ぎ出せ未知なる世界（うみ）へ」をキャッチフレーズに、魚の飼育、釣りやダイビング、船やそのエンジンの操作・操縦、フォーク
リフトやクレーン操作、魚を捌く、加工するなど、好きなことをとことんやり込める、生徒も教員も元気な学校です。

〇求める生徒像
　豊かな人間性とたくましさをもち、自ら学び、自ら創意工夫し、自らの考えを活用して活動する、次の１～５のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　魚介類を中心とした食品や科学（化学・生物）の分野に強い興味・関心があり、本校入学後は専門知識や技術・技能の習得に努力
　　　し、調理師や船舶料理士、その他食関連産業への就職や大学や短大、専門学校等（水産系、食品系、栄養・調理系）への進学を目
　　　指す生徒
　２　中学校での部活動をはじめとした諸活動において積極的な取組があり、入学後も継続し努力できる生徒
　３　早寝早起きに努め、朝ご飯を食べる習慣があり、自分をよくコントロールできる生徒
　４　何事にも諦めず粘り強く取り組み、ルールをよく守り、日々の授業を大事にする生徒
　５　調理師免許、簿記検定、ビジネス文書検定、その他あらゆる資格に積極的にチャレンジし自身の成長や能力発展に向き合える生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

食品科学校名 宮城県水産高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
１　形態　個人面接
２　時間　１０分程度
３　内容
　(1)志望動機
　(2)中学校での活動状況
　(3)将来の進路志望
　(4)志望学科に関する質問
４　観点
  (1)態度　　　　３０点
  (2)意欲　　　　４０点
  (3)表現力等  　３０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

電気情報科・土木システム科・化学技術科・建築科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校での日々の学習に対する取り組み結果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校訓「堅忍不撓（けんにんふとう）」（苦境にあってもじっと耐え、あらゆる努力を試み、運命の展開を図ろうとする粘り強
さ）を掲げ、県内各地で活躍する工業技術者を育成する“ものづくり教育”をおこなう専門高校です。
　①工業技術者として地域社会の発展に貢献する人材の育成
　②自ら考え、物事を正しく判断し、意欲的に行動する誠実で思いやりのある人材の育成
この２つを目標に、県内有数の充実した施設設備を活用し、確かな専門知識を身に付ける指導を行うことで、社会常識のある真面目で熱意
のある生徒を育成します。
　部活動や資格取得講習も盛んで、学習旅行や芸術鑑賞、生徒会を中心とした文化祭や体育祭等の行事も実施されています。

〇求める生徒像
　本校機械科では、以下の様な生徒を求めます。
　１　機械系のものづくりに関わる分野、またはそれを支える技術に興味・関心をもち、将来、専門分野での就職や進学を目指す生徒
　２　検定試験や資格取得の実績がある生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　４　部活動や校外活動で県上位入賞以上の成績を収めている、または生徒会活動において実績のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

機械科学校名 宮城県石巻工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

電気情報科学校名 宮城県石巻工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校訓「堅忍不撓（けんにんふとう）」（苦境にあってもじっと耐え、あらゆる努力を試み、運命の展開を図ろうとする粘り強
さ）を掲げ、県内各地で活躍する工業技術者を育成する“ものづくり教育”をおこなう専門高校です。
　①工業技術者として地域社会の発展に貢献する人材の育成
　②自ら考え、物事を正しく判断し、意欲的に行動する誠実で思いやりのある人材の育成
この２つを目標に、県内有数の充実した施設設備を活用し、確かな専門知識を身に付ける指導を行うことで、社会常識のある真面目で熱意
のある生徒を育成します。
　部活動や資格取得講習も盛んで、学習旅行や芸術鑑賞、生徒会を中心とした文化祭や体育祭等の行事も実施されています。

〇求める生徒像
　本校電気情報科では、以下の様な生徒を求めます。
　１　電気・情報系のものづくりに関わる分野、またはそれを支える技術に興味・関心をもち、将来、専門分野での就職や進学を目指す
    生徒
　２　検定試験や資格取得の実績がある生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　４　部活動や校外活動で県上位入賞以上の成績を収めている、または生徒会活動において実績のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校での日々の学習に対する取り組み結果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
１　形態　個人面接
２　時間　１０分程度
３　内容
　(1)志望動機
　(2)中学校での活動状況
　(3)将来の進路志望
　(4)志望学科に関する質問
４　観点
  (1)態度　　　　３０点
  (2)意欲　　　　４０点
  (3)表現力等  　３０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科・土木システム科・化学技術科・建築科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
１　形態　個人面接
２　時間　１０分程度
３　内容
　(1)志望動機
　(2)中学校での活動状況
　(3)将来の進路志望
　(4)志望学科に関する質問
４　観点
  (1)態度　　　　３０点
  (2)意欲　　　　４０点
  (3)表現力等  　３０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科・電気情報科・土木システム科・建築科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校での日々の学習に対する取り組み結果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校訓「堅忍不撓（けんにんふとう）」（苦境にあってもじっと耐え、あらゆる努力を試み、運命の展開を図ろうとする粘り強
さ）を掲げ、県内各地で活躍する工業技術者を育成する“ものづくり教育”をおこなう専門高校です。
　①工業技術者として地域社会の発展に貢献する人材の育成
　②自ら考え、物事を正しく判断し、意欲的に行動する誠実で思いやりのある人材の育成
この２つを目標に、県内有数の充実した施設設備を活用し、確かな専門知識を身に付ける指導を行うことで、社会常識のある真面目で熱意
のある生徒を育成します。
　部活動や資格取得講習も盛んで、学習旅行や芸術鑑賞、生徒会を中心とした文化祭や体育祭等の行事も実施されています。

〇求める生徒像
　本校化学技術科では、以下の様な生徒を求めます。
　１　化学系のものづくりに関わる分野、またはそれを支える技術に興味・関心をもち、将来、専門分野での就職や進学を目指す生徒
　２　検定試験や資格取得の実績がある生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　４　部活動や校外活動で県上位入賞以上の成績を収めている、または生徒会活動において実績のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

化学技術科学校名 宮城県石巻工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
１　形態　個人面接
２　時間　１０分程度
３　内容
　(1)志望動機
　(2)中学校での活動状況
　(3)将来の進路志望
　(4)志望学科に関する質問
４　観点
  (1)態度　　　　３０点
  (2)意欲　　　　４０点
  (3)表現力等  　３０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科・電気情報科・化学技術科・建築科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校での日々の学習に対する取り組み結果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校訓「堅忍不撓（けんにんふとう）」（苦境にあってもじっと耐え、あらゆる努力を試み、運命の展開を図ろうとする粘り強
さ）を掲げ、県内各地で活躍する工業技術者を育成する“ものづくり教育”をおこなう専門高校です。
　①工業技術者として地域社会の発展に貢献する人材の育成
　②自ら考え、物事を正しく判断し、意欲的に行動する誠実で思いやりのある人材の育成
この２つを目標に、県内有数の充実した施設設備を活用し、確かな専門知識を身に付ける指導を行うことで、社会常識のある真面目で熱意
のある生徒を育成します。
　部活動や資格取得講習も盛んで、学習旅行や芸術鑑賞、生徒会を中心とした文化祭や体育祭等の行事も実施されています。

〇求める生徒像
　本校土木システム科では、以下の様な生徒を求めます。
　１　土木系のものづくりに関わる分野、またはそれを支える技術に興味・関心をもち、将来、専門分野での就職や進学を目指す生徒
　２　検定試験や資格取得の実績がある生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　４　部活動や校外活動で県上位入賞以上の成績を収めている、または生徒会活動において実績のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

土木システム科学校名 宮城県石巻工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
１　形態　個人面接
２　時間　１０分程度
３　内容
　(1)志望動機
　(2)中学校での活動状況
　(3)将来の進路志望
　(4)志望学科に関する質問
４　観点
  (1)態度　　　　３０点
  (2)意欲　　　　４０点
  (3)表現力等  　３０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科・電気情報科・土木システム科・化学技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校での日々の学習に対する取り組み結果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校訓「堅忍不撓（けんにんふとう）」（苦境にあってもじっと耐え、あらゆる努力を試み、運命の展開を図ろうとする粘り強
さ）を掲げ、県内各地で活躍する工業技術者を育成する“ものづくり教育”をおこなう専門高校です。
　①工業技術者として地域社会の発展に貢献する人材の育成
　②自ら考え、物事を正しく判断し、意欲的に行動する誠実で思いやりのある人材の育成
この２つを目標に、県内有数の充実した施設設備を活用し、確かな専門知識を身に付ける指導を行うことで、社会常識のある真面目で熱意
のある生徒を育成します。
　部活動や資格取得講習も盛んで、学習旅行や芸術鑑賞、生徒会を中心とした文化祭や体育祭等の行事も実施されています。

〇求める生徒像
　本校建築科では、以下の様な生徒を求めます。
　１　建築系のものづくりに関わる分野、またはそれを支える技術に興味・関心をもち、将来、専門分野での就職や進学を目指す生徒
　２　検定試験や資格取得の実績がある生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　４　部活動や校外活動で県上位入賞以上の成績を収めている、または生徒会活動において実績のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

建築科学校名 宮城県石巻工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 160人

112 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 640 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３に当てはまる生徒を特に重視します。また、中学校において日々の学習
に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校是「独立自尊」のもと、誠実で人としての品位を備え、自律と利他の精神を有し、社会に貢献できる人材の育成を目指してい
ます。卒業生は本校での学びを生かし、地域の経済界はもちろんのこと、全国各地の様々な分野で活躍しています。
　商業の学びを生かし、模擬株式会社「石商マーケット」を生徒が経営しています。自分たちで開発した商品や他校が開発した商品を全国
各地から仕入れ、各種イベントで販売することを通じて実践的なビジネススキルを身に付けることができます。部活動も盛んで、活気のあ
る学校です。

〇求める生徒像
　意欲的に本校での学びを深めることで卒業後の目標を明確にし、将来、各分野のスペシャリストとして社会に貢献しようとする志をも
ち、次の１～４のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　商業の専門性を身に付け、自律した生活を営み、社会貢献を志す生徒
　２　商業の専門性を生かした資格取得のために、学習活動に真面目に取り組む生徒
　３　中学校の時に、学習と部活動にしっかりと取り組んでいる生徒
　４　本校の一員として自己の責任を果たすとともに、他者の立場を考慮し、円滑な人間関係を築きあげることができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

総合ビジネス科学校名 宮城県石巻商業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

40 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

40 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科
（学励探求コース）学校名 石巻市立桜坂高等学校 全日制

学科
（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、平成２７年に開校した県内唯一の公立の女子高校です。生徒たちは、和やかで明るく、楽しい雰囲気の中で学校生活を送ってい
ます。また、文化祭や体育大会などの学校行事、生徒会活動、家庭クラブ活動、部活動など、様々な分野で意欲的に活動しています。
　本校では、地域の企業や大学の協力を得て、フィールドワークや生徒それぞれが立てたテーマに基づいた探究的な学習活動に取り組んで
います。また，一人に１台端末を配布して、授業や各種行事をはじめとする多くの場面で活用し、生徒の能力の育成に努めています。
　学励探求コースは、主に上級学校への進学を目標としています。自分の進路に合わせて科目を選択できます。

〇求める生徒像
　本校は、「品格教育」・「キャリア教育」・「学力保証」を教育の三本柱ととらえ、これらを通して生徒一人一人の夢の実現を目指して
います。そこで、目標に向かって様々なことに意欲的に取り組む、次の１～３の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　好奇心や探究心が旺盛で、授業や探究的な学習活動において、他者とコミュニケーションを取りながら積極的に取り組んだ生徒
　２　委員会活動、学校行事、部活動等において意欲的に取り組んだ生徒
　３　本校での学習を踏まえ、さらに上級学校で専門的な知識や技能を習得し、地域を担う人材になる志を持つ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース キャリア探求コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

40 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

40 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科
（キャリア探求コース）学校名 石巻市立桜坂高等学校 全日制

学科
（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、平成２７年に開校した県内唯一の公立の女子高校です。生徒たちは、和やかで明るく、楽しい雰囲気の中で学校生活を送ってい
ます。また、文化祭や体育大会などの学校行事、生徒会活動、家庭クラブ活動、部活動など、様々な分野で意欲的に活動しています。
　本校では、地域の企業や大学の協力を得て、フィールドワークや生徒それぞれが立てたテーマに基づいた探究的な学習活動に取り組んで
います。また，一人に１台端末を配布して、授業や各種行事をはじめとする多くの場面で活用し、生徒の能力の育成に努めています。
　キャリア探求コースは、幅広い教養を身に付けることを目標に、家庭科と商業科の科目を多く学べます。

〇求める生徒像
　本校は、「品格教育」・「キャリア教育」・「学力保証」を教育の三本柱ととらえ、これらを通して生徒一人一人の夢の実現を目指して
います。そこで、目標に向かって様々なことに意欲的に取り組む、次の１～３の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　好奇心や探究心が旺盛で、授業や探究的な学習活動において、他者とコミュニケーションを取りながら積極的に取り組んだ生徒
　２　委員会活動、学校行事、部活動等において意欲的に取り組んだ生徒
　３　本校での学習を通して社会人に必要な幅広い教養を身に付け、各種検定取得に積極的に取り組み、地域を支える人材になる志を持つ
生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 学励探求コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 48.75 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 250 点
＜ 合　計＞ 798.75 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：無

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 250 点

＜ 合　計＞ 775 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県石巻北高等学校飯野川校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は生徒一人ひとりが高い「志」を持って主体的に学校生活を送ることで、自ら未来を切り拓き、たくましく生きていくことができる
生徒の育成を目指します。
　１日４時間授業（９：００～１２：３０）の昼間定時制であり、令和元年度から単位制になりました。各教科では基礎・基本から学習
し、全員が理解を深められるように丁寧に授業をしています。また、国語・数学・英語の３教科では、「習熟度別授業」や「学び直し」の
授業を行っています。さらに、宮城県美田園高等学校通信制課程で一部の科目の単位をとることができるほか、インターンシップやボラン
ティア活動など、学校外における学修等の成果が単位として認められます。認定された単位は、卒業に必要な単位数に加えることができる
ため、通常は４年間で卒業ですが、３年次終了時に修得単位数が７４単位以上である生徒は、３年間で卒業することが可能です。

○求める生徒像
　本校では、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校志望の意志が強く、将来への目標をもって努力できる生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、校則など基本的な約束事を自分から守る生徒
　３　社会で必要とする知識を身に付けるため、基礎・基本から着実に学び、学習に意欲的に取り組む生徒
　４　インターンシップやボランティア活動など、学校外における学修等の活動に関心を持ち、活動する意欲のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　８０点
　　(2)表現力等　１７０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２及び３のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力した生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を０．２５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を０．５倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）
＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 0 点

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 135 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科Ⅰ部学校名 宮城県東松島高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、三部制・単位制の定時制高校です。特色として、多彩な芸術科目や福祉科目などそれぞれの興味・関心や進路志望に応じた科目
を選択して学習を組み立てられること、学年の区分なく自分のペースで学習を進められることなどがあげられます。ほとんどの授業が少人
数で行われており、きめ細やかな指導を実践しています。また探究的な学習活動や生徒会活動などを通じて、自己理解を深めながら他者と
関わり、思いやって行動する態度を育て、社会に貢献できる人材を育成することを目標にしています。

〇求める生徒像
　上記の目標を達成するために本校は、以下の１の（１）～（３）の全てに当てはまる生徒で、２の（１）～（４）のいずれか１つ以上に
当てはまる生徒を求めています。
　１（１）三部制・単位制である本校のシステムを活用し、自分を成長させようと努力できる生徒
　　（２）学習に取り組む姿勢や日常生活が良好な生徒
　　（３）社会のルールやマナーを守り、他者を思いやって行動することができる生徒
　２（１）将来への明確な目標があり、自分から学習に取り組もうとする生徒
　　（２）芸術や福祉に関心をもっており、入学後に積極的に取り組もうとする生徒
　　（３）地域の活動やボランティアに積極的に参加しており、入学後も継続して取り組もうとする生徒
　　（４）働きながら学ぼうとする意欲を持っている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望理由・学校理解
　　(2)学習意欲・活動意欲
　　(3)進路設計
　　(4)積極性
　　(5)規範意識
　　(6)口頭試問(国・数・英)
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
 　上記「求める生徒像」の自分の当てはまる項目についてアピールできる生徒を重視します。
 また、中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

学力検査は実施しない

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅱ部、Ⅲ部

学校
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）
＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 0 点

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 135 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

学力検査は実施しない

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅰ部、Ⅲ部

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望理由・学校理解
　　(2)学習意欲・活動意欲
　　(3)進路設計
　　(4)積極性
　　(5)規範意識
　　(6)口頭試問(国・数・英)
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
 　上記「求める生徒像」の自分の当てはまる項目についてアピールできる生徒を重視します。
 また、中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、三部制・単位制の定時制高校です。特色として、多彩な芸術科目や福祉科目などそれぞれの興味・関心や進路志望に応じた科目
を選択して学習を組み立てられること、学年の区分なく自分のペースで学習を進められることなどがあげられます。ほとんどの授業が少人
数で行われており、きめ細やかな指導を実践しています。また探究的な学習活動や生徒会活動などを通じて、自己理解を深めながら他者と
関わり、思いやって行動する態度を育て、社会に貢献できる人材を育成することを目標にしています。

〇求める生徒像
　上記の目標を達成するために本校は、以下の１の（１）～（３）の全てに当てはまる生徒で、２の（１）～（４）のいずれか１つ以上に
当てはまる生徒を求めています。
　１（１）三部制・単位制である本校のシステムを活用し、自分を成長させようと努力できる生徒
　　（２）学習に取り組む姿勢や日常生活が良好な生徒
　　（３）社会のルールやマナーを守り、他者を思いやって行動することができる生徒
　２（１）将来への明確な目標があり、自分から学習に取り組もうとする生徒
　　（２）芸術や福祉に関心をもっており、入学後に積極的に取り組もうとする生徒
　　（３）地域の活動やボランティアに積極的に参加しており、入学後も継続して取り組もうとする生徒
　　（４）働きながら学ぼうとする意欲を持っている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科Ⅱ部学校名 宮城県東松島高等学校 定時制
学科

（コース・部）

学校
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 375 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）
＜ 合　計＞ 765 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 0 点

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 135 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科Ⅲ部学校名 宮城県東松島高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、三部制・単位制の定時制高校です。特色として、多彩な芸術科目や福祉科目などそれぞれの興味・関心や進路志望に応じた科目
を選択して学習を組み立てられること、学年の区分なく自分のペースで学習を進められることなどがあげられます。ほとんどの授業が少人
数で行われており、きめ細やかな指導を実践しています。また探究的な学習活動や生徒会活動などを通じて、自己理解を深めながら他者と
関わり、思いやって行動する態度を育て、社会に貢献できる人材を育成することを目標にしています。

〇求める生徒像
　上記の目標を達成するために本校は、以下の１の（１）～（３）の全てに当てはまる生徒で、２の（１）～（４）のいずれか１つ以上に
当てはまる生徒を求めています。
　１（１）三部制・単位制である本校のシステムを活用し、自分を成長させようと努力できる生徒
　　（２）学習に取り組む姿勢や日常生活が良好な生徒
　　（３）社会のルールやマナーを守り、他者を思いやって行動することができる生徒
　２（１）将来への明確な目標があり、自分から学習に取り組もうとする生徒
　　（２）芸術や福祉に関心をもっており、入学後に積極的に取り組もうとする生徒
　　（３）地域の活動やボランティアに積極的に参加しており、入学後も継続して取り組もうとする生徒
　　（４）働きながら学ぼうとする意欲を持っている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望理由・学校理解
　　(2)学習意欲・活動意欲
　　(3)進路設計
　　(4)積極性
　　(5)規範意識
　　(6)口頭試問(国・数・英)
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
 　上記「求める生徒像」の自分の当てはまる項目についてアピールできる生徒を重視します。
 また、中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．７５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

学力検査は実施しない

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅰ部、Ⅱ部

学校
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